
エコドライブエコドライブ
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物流効率化

◇ 大手企業が経営方針として、輸送効率向上を推進した結果、
既に、かなり成果を上げている。

・自営⇒営業へのシフト

・デジタタル・タゴグラフによるエコドライブ

・速度規制

・・・・・・

◇ 現在、省エネ法改定を国会審議中

・荷主側にも、努力義務発生

◇ 今後、多くの中小企業まで協力が得られるかどうか、が鍵。
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【レガシィ】
瞬間燃費をリアルタイムで
表示するタイプのカーナビ

【ランサー】 平均燃費を表示。

【シビックフェリオ】エコランプ。
効率的なエネルギーの利用でランプが灯る。

燃費の車載情報提供例燃費の車載情報提供例
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インフラ対策インフラ対策

（交通システム）（交通システム）
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運輸部門のＣＯ２削減に関しては、自動車単体対策のみならず、

交通対策・物流対策の各施策に対してもＰＤＣＡ（ｐｌａｎ、ｄｏ、ｃｈｅｃｋ、

ａｃｔｉｏｎ）のサイクルを確実に回し、大局的な議論をすべき。

・日本は欧米に比べて交通渋滞のため、

平均速度が低い。

・交通流改善による走行速度のアップは

燃費に効果的であり、積極的に

施策に取り組むべきである。

交通流対策の重要性（自工会主張）

出典（財）日本自動車研究所資料より作成
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①ＶＩＣＳ： 道路交通情報をリアルタイムに提供

②ＥＴＣ： 自動料金支払いｼｽﾃﾑによるノンストップ通行

③信号制御（MODERATO等)の高度化： ﾘｱﾙﾀｲﾑに信号制御等

④その他：
テレマテックス／プローブカー／バスロケーションシステム／物流ＩＴＳ等

ＩＴＳによる交通流改善ＩＴＳによる交通流改善

（ 以下写真 ： 国土交通省ＨＰ ）

２００２年度現在 ９５万トン‐ＣＯ２削減

２００２年度現在 ０．５万トン‐ＣＯ２削減

（出典：社会資本整備審議会環境部会中間とりまとめ（平１６年６月））

（出典：社会資本整備審議会環境部会中間とりまとめ（平１６年６月））

９６～００年度累計（推計） １３１万トン‐ＣＯ２削減

（出典：「特定交通安全施設等整備事業の整備効果」警察庁ＨＰ）

●ＶＩＣＳ車載機 累計１，０４４万台 （２００４年９月末現在）
●カーナビ 累計１、６２２万台 （ 〃 ）

（出典：国土交通省ＨＰ）
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交通流改善対策は様々な方策が検討されているが、
より効果を高めるためには
総合的な施策推進・一体的整備が重要。

想定システム

１）情報収集
・ＶＩＣＳ（光ビーコン）
・プローブカー
２）情報提供
・通信型ナビゲーション
・ＶＩＣＳ
・インターネットＩＴＳ
・駐車場案内システム
３）交通管理
・信号管制の高度化
４）ハード
・駐車場の整備・改良
・迂回路の整備

等

交通流改善の総合的取り組み交通流改善の総合的取り組み
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ＥＴＣの更なる活用例

【利用者】
時間短縮・燃費向上
⇒利便性向上

【建設・管理者】
コストダウン
⇒経営効率化

【社会】
渋滞緩和
⇒環境改善

◇柔軟な料金制度

◇スマートＩＣの整備

出典：国土交通省「使えるハイウエイ推進会議」資料より作成

10年後のCO2削減効果
約300万ﾄﾝ
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渋滞原因 施策項目

Ａ．出勤時間帯の集中

Ｂ．通勤経路の集中

Ｃ．道路容量不足

① 通勤手段変更

② 時差出勤

③ Ｐ ＆ Ｒ

④ オフィスの分散

⑤ 交通流に応じた信号制御

⑥ 道路拡幅

⑦ 交差点改良、立体交差化

企
業
の
対
策

行
政
の
施
策

地域の取組みの一例：豊田市地域の取組みの一例：豊田市
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運輸部門の運輸部門のCOCO22排出量予測排出量予測（自工会）（自工会）
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ＣＯ２対策のＣＯ２対策の
ＰＤＣＡＰＤＣＡ
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自工会提案自工会提案「道路交通施策の評価体制イメージ」「道路交通施策の評価体制イメージ」
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